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本⽇お伝えすること

ü ⼦どもの頃の体験の⼤切さ

ü ⼦どもの体験活動等の現状と課題

ü ⼦どもの健やかな成⻑と⾃⽴に必要なこと
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体験を通じて何らかの学習が⾏われることを⽬的として、
体験する者に対して意図的・計画的に提供される体験の
ことである。

中央教育審議会答申(2013)「今後の⻘少年の体験活動の推進について」

体験活動とは？

⾃然体験活動
登⼭やキャンプ、ハイキング等といった野外活動、星空や動植
物観察といった⾃然・環境に係る学習活動
⽣活・⽂化体験活動
遊びやお⼿伝い、野遊び、スポーツ、部活動、地域や学校にお
ける年中⾏事
社会体験活動
ボランティア活動や職場体験活動、インターンシップ

中央教育審議会答申(2007)「次代を担う⾃⽴した⻘少年の育成に向けて」



⼦どもの頃の体験活動は⽣きる⼒をはぐくむ糧
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⼦どもの頃の⾃然体験は・・・
ü 五感を使って⾃然を感じることで豊かな感性がはぐくまれ、
⾃然の⼤切さや命の尊さを学ぶよい機会になる。

⼦どもの頃の様々な体験活動は⽣きる⼒をはぐくむ糧となり、
その後の⼈⽣を豊かにする基盤になる。
⼦どもが調和のとれた発達をしていくためには、発達の様々な
側⾯に関連する多様な体験をすることが重要である。

ü ⾃然の中で感動したり、驚いたりし
ながら「なぜ，どうして」と考えを
深めることで、事物に対する知的好
奇⼼や学ぶ意欲を⾼めるきっかけに
なると⾔われている。



⼦どもの頃の体験がその後の成⻑にもたらす効果

ü “⾃然体験” をよくしている⼦どもほど、⾃尊感情や外向性と
いった意識が⾼く、探究⼒や⾃⽴的な⾏動習慣が⾝について
いる。

ü “⾃然の中で遊んだこと”や“⾃然観察”をしたことがある⼦ど
もほど、算数や国語、理科の正答率が⾼くなる。

ü 幼児期に“外遊び”をよくしていた⼦どもほど、⽇常的に運動
している割合が⾼く、体⼒や運動能⼒が⾼い。

ü ⼦どもの頃、“遊びに熱中し、外遊び”をよくしていた⼈ほど、
へこたれない⼒やコミュニケーション⼒の⾼い⼤⼈になる⼈
が多い。

ü ⼦どもの頃、“家族でスポーツや⾃然体験”をよくしていた⼈
ほど、⾃⼰肯定感や意欲の⾼い⼤⼈になる⼈が多い。
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過去の調査研究の成果を概観すると、以下の傾向がみられる。



⼦どもの体験活動の現状と課題

ü ⾃然の中で遊んでいる⼦どもは減少傾向にある。
ü ６割以上の保護者は、⾃分の⼦どもの頃と⽐べ、“今の⼦ども
は体験活動の機会が少なくなっている”と感じている。

ü “家族や友だちと⼀緒に⾏う⾃然体験活動”は増えつつあるも
のの、公的機関や⺠間団体等が⾏う⾃然体験活動に参加した
⼦どもは減少傾向にある。

ü 公的機関等の⾃然体験活動に参加しなかった理由としては、
“⼦どもが関⼼を⽰さないから”が多くなっている。
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⻘少年の⾃然体験活動の現状を調べた調査結果をみると、

⼦どもの⼼⾝を鍛え、社会的⾃⽴を促していくためには・・・
家族での体験活動だけではなく、親元を離れ、⾮⽇常的な環境の
なかで、同年代の仲間と⼀つ屋根の下で同じ釜の飯を⾷べながら
様々な活動に挑戦し、ともに苦労を乗り越え、物事をやり遂げる
経験をさせることが⼤切。



これからの体験活動の推進に必要な視点

7

⻘少年に対し、社会的⾃⽴に向けた健やかな成⻑を促して
いくためには、体験活動は⼈づくりの“原点”であるとの認
識の下、未来の社会を担う全ての⻘少年に、⼈間的な成⻑
に不可⽋な体験を経験させることが必要である。

そのためには、家庭・地域・学校
が協働し、それぞれの場⾯で発達
段階に応じた多様な体験を意図
的・計画的に創出することで、⼦
どもの成⻑を⽀える環境づくりを
進めていくことが⼤切である。



子どもの成長を支える20の体験

国⽴⻘少年教育振興機構「⼦どもの成⻑を⽀える20の体験」
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多様な体験を⼟台とした⼦どもの成⻑を⽀える環境づくり
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子どもの成長を支える

20の体験

体験の質に⽬を向けることが⼤切！
ü⼦どもが夢中になって取り組める活動か
ü⼦どもが⼼を動かされるような体験がで
きるのか

üそのことを通じて⼦どもがどういった気
づきや学びが得られるのか

⼦どものまわりにいる⼤⼈は・・・
⼦どもを温かく⾒守りつつも、様々な体
験を通じて⼦どもを褒めたり、励ました
り、悩みを聞いたり、時には叱ったりし
ながらうまく関わり合いをもつようにし、
⼼の成⻑を促す働きかけを積極的に⾏っ
ていくことが必要！
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幼児期の⾃然体験・外遊びの推進
・主に家族を対象に、⾃然体験・外遊びに取り組みやすい環境を整備
学童期の集団宿泊活動の推進
・低学年のうちは、幼児期の体験を意識しつつ、主に⽇帰りの⾃然体験
や短期(1〜3泊程度)の集団宿泊活動を実施
・低学年から⾼学年にかけては、⾃然体験、農⼭漁村体験、伝統・⽂化
体験、科学体験、国際交流体験など徐々に体験の幅に広がりをもたせ
つつ、主に⻑期(１週間以上)の集団宿泊活動を実施
⻘年期の地域貢献活動の推進
・中学⽣は、⼩学校⾼学年の体験を引き続き推進していくとともに、職
業体験や奉仕体験など、⾝近な地域や社会とのつながりが感じられる
体験活動を実施
・⾼校⽣は、⾝近な地域や社会に⽬を向け、地域住⺠の⼀⼈としてその
課題解決に向けた取組を実践する活動(地域貢献活動)を実施

年齢期を踏まえた系統的・体系的な体験活動の推進
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家庭では・・・
ü 体験活動に対する⼦どもの興味を⾼める⼯夫をする。
ü 体験活動に関する保護者の理解を広める取組を⾏う。
地域では・・・
ü 体験活動推進の拠点となる⻘少年教育施設等の充実を図り、
地域で活動する⻘少年団体等への⽀援を⾏う。

ü 地域の教育資源を⽣かし、⼦どもの体験活動の場や機会を
プロデュースできる⼈材を育成する。

学校では・・・
ü 地域と連携し、教科等の学習に関連付けた体験活動の充実
を図る。

ü 教員研修や教員養成で体験活動の指導や実践に関する基礎
的な知識・技能を⾝につけられる機会を設ける。

地域や家庭の環境にかかわらず、
全ての⼦どもが豊かな体験を享受できる社会を⽬指すためには
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⼩学６年⽣の頃の⾃然体験と
⾼校⽣になった現在の⾃尊感情の関係

⼩学２年⽣の頃の⾃然体験と
⾼校⽣になった現在の外向性の関係

⽂部科学省(2021)「令和2年度⻘少年の体験活動に関する調査研究結果報告」



⼩学⽣の頃の⾃然体験と⾼校⽣になった時の⾃尊感情の関係
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⼩学⽣の頃に⾃然体験の機会に恵まれていると、家庭の経済状況に関わらず、
⾼校⽣の時に⾃尊感情が⾼くなる傾向がみられる

⽂部科学省「令和2年度⻘少年の体験活動に関する調査研究結果報告」
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“⾃然体験”をよくしている⼦どもほど、
探究⼼や⾃⽴的な⾏動習慣が⾝に付いている傾向がみられる

⾃然体験と意識との関係

⾃然体験と探究⼒の関係 ⾃然体験と⾃⽴的⾏動習慣
(⾃律性) の関係
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国⽴⻘少年教育振興機構(2021)「⻘少年の体験活動等に関する意識調査」(令和元年度調査)
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【自然の中で遊んだことや自然観察をしたこと】

※中学校でも同様の傾向

“⾃然の中で遊んだこと”や“⾃然観察”をしたことがある児童ほど、
国語や算数、理科の正答率が⾼い児童が多くなる傾向がみられる

⽂部科学省(2018)「平成30年度全国学⼒・学習状況調査」



幼児期の外遊びと体⼒の関係

17

⼊学前の外遊びの実施状況別新体⼒テスト合計点（10歳）

幼児期に“外遊び”をよくしていた児童ほど、
体⼒テストの得点の⾼い児童が多くなる傾向がみられる

スポーツ庁(2020)「令和元年度体⼒・運動能⼒調査」
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⼦どもの頃の体験と⼤⼈になった現在の意識の関係
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⼦どもの頃、“家族でスポーツや⾃然体験”をよくしていた⼈ほど、
⾃⼰肯定感や意欲の⾼い⼤⼈になる⼈が多い傾向がみられる

国⽴⻘少年教育振興機構(2018)｢⼦供の頃の体験がはぐくむ⼒とその成果に関する調査研究｣

就学前に家族でスポーツしたり、
⾃然の中で遊んだりしたこと⼤⼈
になった現在の⾃⼰肯定感の関係

就学前に家族でスポーツしたり、
⾃然の中で遊んだりしたこと⼤⼈
になった現在の意欲の関係



⼩学校期の⼦どもの体験活動の状況

海や川で泳いだこと ６０.２％（Ｈ１０）→５０.８％（Ｒ１）

チョウやトンボなどの昆⾍をつかまえたこと ５０.２％（Ｈ１０）→４３.６％（Ｒ１）

海や川で⾙を採ったり、⿂を釣ったりしたこと ４２.０％（Ｈ１０）→３５.０％（Ｒ１）
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※「何度もある」と回答した⼦どもの割合

国⽴⻘少年教育振興機構(2021)「⻘少年の体験活動等に関する意識調査」(令和元年度調査)

学校外での活動

⼩学校における⾃然の中での集団宿泊活動の実施⽇数
4泊5⽇ 3泊4⽇ 2泊3⽇ 1泊2⽇ ⾏っていない

平成30年度 4.7％ 4.6％ 32.0％ 55.5％ 3.2％
平成29年度 4.5％ 4.4％ 30.1％ 55.1％ 5.7％
平成28年度 4.7％ 4.3％ 29.9％ 54.8％ 6.2％

全国学⼒・学習状況調査（平成３０年度調査）

学校での活動

約

約９割以上の学校が学校行事として体験活動をしている。

約５割の子どもが体験活動をしている。
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学校の授業や⾏事では、
⼦どもたちが体験活動を
できる機会が⼗分にある
６２.０％（R１）

学校の授業や⾏事以外
では、⼦どもたちが
体験活動をできる機会
が⼗分にある
４６.０％（R１）

現在の⼦どもたちは、⾃分が⼦どもの頃と⽐べて、
体験活動の機会が少なくなっている

６６.５％（R１）

※｢とても思う｣｢少し思う｣と回答した割合

６割以上の保護者は、⾃分が⼦どもの頃と⽐べ、
“今の⼦どもは体験活動の機会が少なくなっている”と感じている

国⽴⻘少年教育振興機構(2021)「⻘少年の体験活動等に関する意識調査」(令和元年度調査)
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“家族や友だちと⼀緒に⾏う⾃然体験活動”は増えつつあるものの、
“公的機関や⺠間団体等が⾏う⾃然体験活動”への参加は減少傾向

公的機関や⺠間団体等が⾏う⾃然体験活動に関する⾏事への参加率
公的機関や⺠間団体等 [H20]→[Ｒ1] 増減

⼦ども会やスポーツ少年団などの⻘少年団体 32.1%→20.1% ▲12.0
PTA・⾃治会・町内会などの地域の団体 27.7%→19.6% ▲8.1
スポーツクラブや学習塾 23.0%→18.5% ▲4.5
児童館や公⺠館などの公的施設 18.6%→12.6% ▲6.0
⻘年の家・少年⾃然の家などの教育施設 7.9%→5.9% ▲2.0
都道府県・市町村や教育委員会 4.7%→4.5% ▲0.2
公益法⼈やNPO法⼈などの⺠間団体 3.2%→4.3% 1.1
旅⾏会社などの企業 3.0%→2.2% ▲0.8

国⽴⻘少年教育振興機構「⻘少年の体験活動等に関する意識調査」等を参考に作成

家族や友だちと⼀緒に⾃然体験活動を⾏った割合

54.5％(H20)→57.5％(R1)3.0ポイント増加
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公的機関や⺠間団体等が⾏う⾃然体験活動に参加しなかった理由について
３割以上の保護者が“⼦どもが関⼼を⽰さないから”と回答
公的機関や⺠間団体等が⾏う⾃然体験活動に参加しなかった⼩学⽣の割合

31.4％(H20)→46.8％(R1)15.4ポイント増加

34.3%
24.3%

21.8%
16.8%

13.3%
10.9%

8.7%
8.5%
6.7%

4.5%
0.1%

0% 10% 20% 30% 40%

⼦どもが関⼼を⽰さないから
保護者などの時間的負担が⼤きいから

特に理由はない
団体や⾏事などがあることを知らないから

⼦どもが⾏事に参加する時間がないから
参加費・交通費等でお⾦がかかるから

場所や会場が遠いから
⼦どもが嫌がるから

参加⽅法がわからないから
⼦どもの安全⾯に不安があるから

⼦どもが苦労するようなことは避けたいから

参加しなかった理由

国⽴⻘少年教育振興機構(2021)「⻘少年の体験活動等に関する意識調査」(令和元年度調査)等を参考に作成



⻑期⾃然体験活動に⼦どもを参加させた保護者の半数以上が
活動後、⼦どもが｢⾃信をもつようになった｣と回答
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国⽴⻘少年教育振興機構(2018)「⻑期⾃然体験活動を経験した⻘少年のその後の姿」

53.8%

46.2%
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41.7%

39.1%

34.6%

34.0%

29.5%

27.6%

22.4%

0% 20% 40% 60%

⾃信をもつようになった
前向きな姿勢が⾒られるようになった

我慢づよくなった
⾃分で考えて⾏動するようになった
⾃然に対して興味をもつようになった
⾃分のことは⾃分でするようになった
⾃分の意思をはっきり⾔うようになった

こころ配りができるようになった
お⼿伝いをするようになった
物を⼤切にするようになった

⼦どもの変化の様⼦(上位10項⽬)

(N=156)

⻑期⾃然体験活動の参加後にみられた⼦どもの変化



⻑期⾃然体験活動に参加したことで
今の⽣活や考え⽅、進路に影響を受けた参加者は多い
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国⽴⻘少年教育振興機構(2018)「⻑期⾃然体験活動を経験した⻘少年のその後の姿」

• ⼈や⾃然との関わりにより、⼈の⼼は
磨かれ豊かになり、それにより得た知
識や経験によってキャパシティが広く
なる。また、メンタルにおいても鍛え
られた。どんな環境におかれても⾃分
の⼒を遺憾なく発揮し、相⼿をより理
解し、⼈間関係を築くことができると
⾃負している。(20歳/⼥性)

• 誰かに頼ったりするのではなく、⾃分
からどう⾏動すればうまくいくのかを
考えるようになった。便利なものがた
くさんある中で、“ない”⽣活を経験し
たことで、協⼒や団結が深まり、⼀⼈
⼀⼈の得意なことや性格を⽣かせるよ
うになった。(16歳/⼥性)

• ⼈は環境により、知識や経験を得、
その後の⼈⽣に⼤きく影響するとい
う思いから豊かな⼈間性を育てたい
と思い、保育の道へ進んだ。今、⼦
供たちとの関わりにおいて悩み苦し
みつつも、働く保護者に代わって保
育に⽇々奮闘している。(20歳/⼥性)

• 来年からアメリカに留学します。ど
んなことにも挑戦しよう!という気持
ちが、このプログラムに参加したこ
とによってつきました。(17歳/⼥性)

• ⾃然や⽣物がより好きになり、⽔産
系の学校に進学した。⾷事づくりが
楽しかったので、調理師になりたい
なと思いました。(17 歳/男性)

今の⽣活や考え⽅ 進路への影響



⻘少年の体験活動の拠点となる⻘少年教育施設は、
15年ほどの間で急減し、ピーク時に⽐べて半減している

⽂部科学省「社会教育調査」を基に作成
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国⽴施設 公⽴少年⾃然の家 公⽴⻘年の家（宿泊） 公⽴⻘年の家（⾮宿泊）

（昭和） （平成）

（施設数）

285

404
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621
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697 727 733 741 744 746 719

544
471

408
371

※国⽴施設には「その他の⻘少年教育施設（国⽴オリンピック記念⻘少年総合センター）」を含む
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学校と⻘少年教育施設が連携して⾏った
教科等の学習に関連付けた体験活動の実践例

国⽴⻘少年教育振興機構(2021)「集団宿泊活動サポートガイド(5年間のまとめ)」※次のスライドに事例を掲載



27
国⽴⻘少年教育振興機構(2021)「集団宿泊活動サポートガイド(5年間のまとめ)」
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国⽴⻘少年教育振興機構(2021)「集団宿泊活動サポートガイド(5年間のまとめ)」

教科等に関連付けた体験活動プログラム実施校

引率者(先⽣)からの声
ü 施設を利⽤することで、学校では体験できないことを体験す
ることができるため、児童が主体的に取り組むようになり、
深い学びにつながったと感じる。

［⼩学校５年⽣ 理科］
ü 体験を伴う活動により、児童⾃らが新たな課題を⾒つけ、次
の調べ学習への関⼼意欲の⾼まりが⾒られ、探究の過程のサ
イクルが実現しやすいと感じる。

［⼩学校 ４年⽣ 総合］
ü 専⾨の施設職員等がついてくれるため、安⼼して児童が学べ
る。また、施設でのフィールドを使⽤できるため、学校側の
教材・教具の準備等がほとんど必要なく、教員の負担が少な
いと感じた。

[⼩学校５年⽣ 総合］
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教員研修や教員養成における体験活動の実践事例
｢教員等を対象とした講習会｣の事例 ｢教員養成課程｣の事例

事例：北翔⼤学｢野外教育実習｣

テント設営

野外炊事

課題解決型ゲーム

登⼭

事例：国⽴花⼭⻘少年⾃然の家
｢学級や集団の⼒を⽣かす体験学習法指導者講習会｣

距離を取り、⾮接触で⾏う
アイスブレイク

グループごとに試⾏錯誤
しながら課題解決

ホワイトボードを使⽤した
振り返り

グループで体と頭を使って
課題解決

冒険教育の⼿法や考え⽅について体験を通し
て学び、学校教育や学級経営、社会教育等の
場で活⽤できる、集団の中での望ましい⼈間
関係づくりや個⼈の成⻑を促すための指導技
術を⾝につける。

３泊４⽇のキャンプ体験を通じて、学校教育で
よく⾏われる体験活動（登⼭、野外炊事、課題
解決型ゲーム等）を⾃ら経験することで、体験
活動の指導に必要な基礎的な知識や技術を⾝に
つける。




